
様式第１６号（第５条関係）

景観影響調査書

【地域の名称： 】

【行為の場所： 】

【行為の種類： 】

【事業名称： 】

１ 景観の現況に関する調査結果

（１）行為地の景観に関する地域特性（福島県景観計画別表３又は４の各景観形成基準の基本事項）

景観要素の

種 類

景観要素の内容

（該当するものに○）

行為地との立体的関係

（遠くに見える、隣接するなど記載）

行為地の景観形成の重要度

・山脈

・丘陵

・樹木

・並木

・植物群

・海岸

・湖沼

・河川

自然要素

・その他（ ）

・産業

・市街地

・町並み

・公園

・公共的施設

・道路

・鉄道

・港湾

・祭り

生活要素

・その他（ ）

・城跡

・史跡

・神社

・仏閣

・歴史的建造物

・旧街道

・町並み

・古木

・庭園

歴史要素

・その他（ ）

その他特

筆すべき

要 素



（２）行為地の景観を特徴づけている要素の抽出及び景観の構造的な把握

（福島県景観計画別表３又は４の各景観形成基準の基本事項）

景観を特徴づけて

いる要素

景観形成の課題

（行為が周辺地

域に与える社会

的、視覚的影響）

景観形成の目

標・方向性の設

定

（３）行為地の景観形成の目標設定（福島県景観計画別表３又は４の各景観形成基準の基本事項）

位 置 １．景観要素の眺望の妨げとしない ２．景観要素に対し突出させない

３．景観要素に対し遮へいする ４．周囲に調和させる位置とする

５．特に不要（基準による） ６．その他（ ）

規 模 １．分節化する ２．分棟化する ３．高さを突出させない

４．特に不要（基準による） ５．その他（ ）

形 態 １．すっきりさせる ２．周囲と調和させる ３．特に不要（基準による）

４．その他（ ）

意 匠 １．行為地内にまとめる ２．単調としない ３．周囲と調和させる

４．特に不要（基準による） ５．その他（ ）

色 彩 １．地域の基調色とする ２．周囲と調和させる ３．行為地内にまとめる

４．特に不要（基準による） ５．その他（ ）

素 材 １．周囲に調和する素材とする ２．反射性の高い素材を使用しない

３．地域素材を使用する ４．特に不要（基準による）

５．その他（ ）

緑 化 １．周囲を緑化する ２．全面遮へいする ３．一部遮へいする ４．法面等緑化する

５．特に不要（基準による） ６．その他（ ）

電 線 類

（行為地内）

１．地中化する ２．目立たない位置とする ３．特に不要（基準による）

４．その他（ ）



（４） 視点場の設定（福島県景観計画別表３又は４の各景観形成基準の共通事項）

視点の距離帯 視点上のポイント 想定される視点場及び目標（配慮内容）

遠 景
稜線

シルエット

植生

地域における視認可能な範囲

中 景 施設のボリューム

施設の位置

スカイライン

壁面線の位置

屋根の色彩

近 景 敷地境界（際）

壁面線の構成

壁面の色彩（中高層部）

植栽の位置

サイン

近 接 景 建築物の部分

ディテール

壁面の色彩（低層部）

テクスチャー

素材

サイン

屋外照明

２ 届出に係る行為の完了後の景観に関する予測結果

実施した景観シミュレーションを添付してください。

３ 届出に係る行為の完了後の景観に関する評価結果

景観シミュレーションによ

る景観に関する予測結果と

設定した目標との整合性

景観シミュレーションによ

る景観に関する予測結果と

周辺景観との調和（各景観

形成基準に照らした総合的

な判断）

その他特筆すべき評価結果


